
私たちの体では、代謝によって栄養素からエネルギーが生み出され、生命活動が支
えられています。この代謝のしくみは、さまざまな病気によって大きく変化します。
当研究室では、遺伝子・タンパク質・代謝物を包括的に調べるマルチオミクス解析を
用いて、病気に伴う代謝変化の全体像を捉え、そのしくみの解明に取り組んでいます。
とくに、がん代謝、がん悪液質、脂肪性肝疾患を重点テーマとし、研究成果を臨床応
用へつなげることを目指しています。

病病気気にに伴伴うう体体のの代代謝謝変変化化をを読読みみ解解きき、、臨臨床床へへつつななぐぐ
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研究分野 ：代謝栄養学、腫瘍生物学

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

■■ががんん悪悪液液質質（（ああくくええききししつつ））
がん悪液質は、がんの進行に伴い、体重減少、

筋肉量の低下、食欲不振などが生じる状態です。
単なる食事不足によるやせとは異なり、体内で栄
養素やエネルギーを利用するしくみ、すなわち代
謝の変化が関わると考えられています。そのため、
食事量を増やすだけでは改善しにくく、患者さん
の体力、治療への耐性、生活の質にも影響します。

当研究室では、がん悪液質に伴う全身の代謝変
化に注目し、マルチオミクス解析を用いてそのし
くみの解明に取り組んでいます。これまでに、が
ん悪液質では肝臓の代謝が大きく変化し、その進
展に重要な役割を果たすことを見出しました
（ Kojima Y, et al., Nature Communications,
2023）。現在は、肝臓代謝変化のしくみを解明し、
早期診断法や新しい治療戦略の開発につなげるこ
とを目指しています。

＜特許・共同研究等の状況＞
愛知県がんセンター、名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所、名古屋大学理学部との共同研究

■■脂脂肪肪性性肝肝疾疾患患
脂肪性肝疾患は、肝臓に脂肪が過剰にたまることで起こる病気です。近年では、肥満、糖尿病、脂質異常

症などの代謝異常と深く関わる肝疾患として、MASLD（代謝機能障害関連脂肪性肝疾患）と呼ばれています。
その一部は、炎症や細胞障害を伴うMASH（代謝機能障害関連脂肪肝炎）へ進行し、肝硬変や肝がんにつなが
ることがあります。

当研究室では、脂肪性肝疾患に伴う肝臓代謝の変化に注目し、特に血液中の肝臓由来タンパク質に生じる
「非酵素的アシル化翻訳後修飾」に着目しています。これは、代謝物の状態を反映してタンパク質に生じる
小さな化学的変化であり、肝臓の代謝状態を映し出す手がかりになります。この修飾パターンを解析し、
MASLDやMASHの進行度、肝がんの発症リスクを評価する新しい代謝学的診断法の開発を目指しています。

がん悪液質の概念図： 生成AIを用いて作成
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関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
人人間間文文化化学学部部 生生活活栄栄養養学学科科 准准教教授授 佐佐野野 光光枝枝

研究分野 ：食品栄養学、分子栄養学、栄養生理学、代謝栄養学

研究室HP ：http://www.shc.usp.ac.jp/sano/

妊娠中の母親が摂取した栄養素は、胎盤を通過して胎児へ送られる。生まれる前の
胎児の栄養状態の良し悪しは、近年の研究によって生後の生活習慣病等の疾患のリス
クとなることが知られているが、母親の栄養状態と外見的な胎児の発育具合から間接
的に評価されているのが現状である。そこで我々は、妊娠中のヒト、ラット、ウシを
対象に、母体の栄養摂取状況の違いが胎児に与える影響について、食事調査に加えて
血液や羊水などの生体試料中の栄養素関連成分濃度や胎児のエピゲノムの変化を調べ
る手法で研究を進めている。

妊妊娠娠中中のの母母親親のの食食事事がが胎胎児児にに与与ええるる影影響響
～～羊羊水水成成分分分分析析かからら明明ららかかににすするる胎胎児児のの栄栄養養環環境境～～

■■羊羊水水分分析析：：妊妊婦婦～～胎胎児児間間のの栄栄養養素素のの胎胎盤盤輸輸送送ととエエピピゲゲノノムム解解析析
妊娠母体の栄養素摂取状況が羊水成分に与える影響について、ヒトやラットを用いて研究をしている。

羊水は成長する胎児の分泌物から作られており、グルコースやアミノ酸等多くの栄養素を含んでいる。そ

こで我々は、胎児の栄養環境を調べるためのサンプルとして

羊水に着目し、その中に含まれる栄養素に由来する成分を

分析している。また同時にエネルギー代謝関連酵素の遺伝子

に着目し、胎児のエピゲノム変化の有無を調べることで

生後の生活習慣病や肥満のリスクについて原因を明らかに

することを目指している。

◇◇ヒヒトトをを対対象象ととししたた研研究究
実験手法：食事調査

分析（バイオアッセイ法、HPLC法、比色法等）
◇◇ララッットトをを用用いいたた研研究究

実験手法：分析（バイオアッセイ法、HPLC法、比色法等）
DNAのメチル化解析

（バイサルファイトシーケンス法）

（分析項目）
・グルコース、ケトン体
・アミノ酸類
・水溶性ビタミン 等

（分析サンプル）
・血液
（母親の血液、臍帯静脈血、ラットの胎児血）

・羊水
・ラット肝臓

■■羊羊水水アアミミノノ酸酸分分析析かからら明明ららかかににすするる妊妊婦婦のの生生体体利利用用率率をを考考慮慮ししたた摂摂取取すすべべきき食食品品のの検検討討
胎児の生涯の健康を支援するために、妊婦の生体利用率を考慮した摂取すべき「食品の量や組み合わせ」

の基準を導くことを目的とした研究である。そのために、羊水中に含まれる遊離アミノ酸濃度を測定するこ

とで胎児のアミノ酸の過不足をモニターし、妊婦の食事調査結果と胎児の出生体重を併せて統計解析を行っ

ている。
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